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第第４４章章  施施策策のの目目標標とと方方向向性性  
 

 前章の３つの基本目標を達成するために、施策の目標と方向性について検討

します。 

 

基本目標１ 子育てをまち全体で支える体制をつくる 

１．地域における子育て支援 

 

① 地域における子育て支援サービスの充実 

＜現状と課題＞ 

子どもを安心して育てるためには、地域において子育てを支援する環境整備

が必要とされています。子育てを取り巻く社会環境の変化や子育てのニーズも

多様化しているなか、住民のニーズを的確に把握し、対応することが重要です。 

ニーズ調査によると、子育てに関して約 5 割の保護者が「非常に不安や負

担を感じる」「なんとなく不安や負担を感じる」と答えているように、子ども

のしつけや教育の問題に不安を感じている保護者が多くみられます。 

また、子どもの病気中や病後の預かり、保護者自身の病気などによる預かり

などを求める声も多く、保育所や幼稚園にかかる費用負担の軽減や教育や習い

事にかかる費用負担の軽減などの経済的支援が行政には期待されています。 

このように子どもを養育している家庭においては、心理的・身体的な負担は

もちろんのこと、経済的負担も重いものと考えられます。 

こうしたことから、次代を担う子どもたちが地域とのかかわりのなかで、健

やかに生まれ育つことができるよう、総合的な子育て支援サービスの確立が課

題となっています。 

＜施策の方向性＞ 

子どもの幸せとすべての子育て家庭への支援を行う観点に立ち、保護者の考

え方や置かれている状況が多様であることを踏まえて、地域社会の資源を最大

限に活用した子育て支援サービスの充実を図ります。 

また、地域に密着した児童館事業や子育て支援センター事業などを計画的に

進めていくほか、幼稚園への支援、ファミリーサポートセンター事業の推進な

ど、民間活力を活用して、より親しみやすい子育て支援サービスの提供を図り

ます。 
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事   業   名 担  当  課 

【新規】ファミリーサポートセンター事業 子育て支援課 

【新規】ハッピー（０・１）サークル 児童館 

（子育て支援課） 

【新規】親子ＤＥチャレンジ！ 児童館 

（子育て支援課） 

【新規】子育て支援センター事業 子育て支援課 

私立幼稚園保育料軽減事業 学校教育課 

私立幼稚園就園奨励事業 学校教育課 

私立幼稚園振興補助事業 学校教育課 

一時保育事業 子育て支援課 

放課後児童健全育成事業（学童保育事業） 子育て支援課 

みんなでワン・ツー・スリー 児童館 

（子育て支援課） 

わくわく広場（移動児童館） 児童館 

（子育て支援課） 

広域保育の推進 子育て支援課 

子育て支援情報の発行 子育て支援課 

 

 

② 保育サービスの充実 

＜現状と課題＞ 

少子化の進行に伴い児童人口の減少が見込まれますが、保護者の働き方の多

様化などにより保育ニーズは多い状況にあります。 

ニーズ調査によると、子どもを預けたい理由として「現在就労している」が

最も多く 46.1％、次いで「そのうち就労したいと考えている」が 27.8％で、

合わせて就労に関する理由が約７割を占めています。 

現在、通常保育、延長保育、一時保育等が実施されており、多様な保育ニー

ズへの対応が進められています。 

＜施策の方向性＞ 

保護者の多様な生活形態や意向を踏まえて、保育サービスの充実を図ります。

特に、就労中または就労を希望されている保護者の多様なニーズに応えるため、

新たに延長保育を実施するほか、低年齢児保育、一時保育などの拡充を図りま

す。 
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事   業   名 担  当  課 

【新規】延長保育事業 子育て支援課 

障害児保育 子育て支援課 

保育所地域活動事業 子育て支援課 

通常保育事業 子育て支援課 

低年齢児保育事業 子育て支援課 

子育てサロンの実施 子育て支援課 

 

 

③ 児童の健全育成 

＜現状と課題＞ 

最近では、遊びや集団での活動をとおし、友達とのきずなを育むことができ

る「子どもの居場所」が少なくなりつつあるとも言われています。 

ニーズ調査によると、家の近くの遊び場について、「雨の日に遊べる場所が

ない」（就学前児童 67.2％、小学校児童 58.2％）、「近くに遊び場がない」（就

学前児童 36.4％、小学校児童 34.8％）、「道具などの種類が充実していない」

（就学前児童 35.0％、小学校児童 19.2％）などの不満や不安の声も聞かれ

ます。 

これから地域社会の中で子ども同士のふれあいをとおし、豊かな情操を養っ

ていくことや子どもの非行防止の観点から、自由に遊び、安全に過ごすことの

できる「子どもの居場所づくり」が必要となっています。 

＜施策の方向性＞ 

遊ぶことは、子どもたちにとって大きな楽しみであり、遊びをとおして新し

い友達ができ、友達との遊びは仲間意識を育み、それが社会性の基礎となる重

要なものです。 

子どもと保護者のために身近な場所に安全で安心して遊べる場を提供する

とともに、保育所開放事業や簡易児童遊園整備事業など「子どもの居場所づく

り」を推進します。 

 

事   業   名 担  当  課 

保育所開放事業 子育て支援課 

「公民館事業講座」の開催 生涯学習課 

世代間交流事業 生涯学習課 

健全育成に関する啓発事業 生涯学習課 

子ども会活動等支援事業 生涯学習課 

有害図書等の調査の実施 生涯学習課 
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就学援助費の支給 学校教育課 

児童手当の支給 子育て支援課 

児童扶養手当の支給 子育て支援課 

簡易児童遊園整備事業 子育て支援課 

養護学校放課後児童対策事業 子育て支援課 

青少年問題協議会 生涯学習課 

学校体育施設開放事業 体育課 

 

 

 

２．要保護児童への対応などきめ細かな取組の推進 

 

① 児童虐待防止対策の充実 

＜現状と課題＞ 

現在、増加・深刻化している児童虐待は、時として尊い命が奪われる危険性

を伴い、子どもの人権を侵害し、その心身の成長や人格の形成に重大な影響を

与えると言われています。また児童虐待が生じる背景には、保護者の育児に対

する不安や負担感、家庭の経済状態、地域における家庭の孤立化や子育て機能

の低下などが複雑に関与しています。 

児童虐待は決して特殊なことではなく、誰もがその危険性と隣り合わせにい

ると考えられます。 

このような中、児童虐待の予防及び早期発見・早期対応、及び児童虐待を受

けた子どもの適切な保護並びに自立支援などを行うことが緊急の課題とされ

ています。そこで子どもの人権が守られ、安心して子どもが育てられる環境を

整備できるよう地域の関係機関・団体等が連携を図りながら児童虐待防止等に

一体となって取り組んでいく必要があります。 

＜施策の方向性＞ 

子どもへの虐待を防止し、健全な心身の成長を育むため、児童虐待の予防か

ら早期発見・早期対応、保護など総合的な支援を図れるよう、地域の関係機関・

団体の代表者で構成される児童虐待防止等ネットワーク会議を中心に各関係

機関等との連携を一層強化することにより、地域全体が一体となって児童虐待

防止に努めていきます。 
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事   業   名 担  当  課 

児童虐待相談事業 子育て支援課 

児童虐待防止等ネットワーク会議 子育て支援課 

家庭児童相談事業 子育て支援課 

 

 

② 母子家庭等の自立支援の推進 

＜現状と課題＞ 

現在、離婚等により母子家庭などのひとり親家庭が急増しています。これら

の家庭は、経済的、精神的に負担が大きく、社会的にも不安定な状況に置かれ

ています。 

「母子家庭白書」（厚生労働省）によると、母子家庭の年間収入は一般世帯

平均の約 4 割にとどまり、「生活が苦しい」と感じている世帯が 8 割を超えて

います。 

このようなことから、母子家庭等のひとり親家庭が安心して暮らせる生活環

境整備を図るため、子育て支援策、就業支援策、養育費の確保及び経済的支援

について、総合的な施策を適切に実施していくことが課題となっています。 

＜施策の方向性＞ 

ひとり親家庭が安心して暮らせるよう、また、それぞれの家庭が自立した生

活を営めるよう、経済的支援や就業支援等を積極的に実施していきます。 

 

事   業   名 担  当  課 

【新規】母子家庭等の自立支援給付事業 子育て支援課 

ひとり親家庭等医療費支給事業 子育て支援課 

児童扶養手当の支給（再掲） 子育て支援課 

 

 

③ 障害児施策の充実 

＜現状と課題＞ 

支援費制度の導入など、障害福祉施策が大きく変化していますが、障害のあ

る子どもへのサポートは、障害のある人もない人もともに社会生活を営むとい

うノーマライゼーションの理念に基づいて進めていかなければなりません。 

このため、障害のある子どもが地域で生き生きと生活できるよう、障害のな

い子どもとともに成長できるような配慮が必要です。これからも、障害児の健
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全な発達を支援し、社会全体が障害児やその親を温かく見守る環境づくりを進

めることが課題です。 

＜施策の方向性＞ 

障害のある子どもの健全な発達の支援と身近な地域での安心した生活を実

現するため、障害児ホームヘルプ事業等を活用し、保健、医療、福祉、教育等

の各種施策の円滑な連携により総合的な取組を推進するとともに、障害児ディ

サービス事業等をとおして保護者に対する育児相談を行うことで、家族への支

援も併せて実施します。 

 

事   業   名 担  当  課 

【新規】療育事業（個別指導訓練） 子育て支援課 

障害児保育（再掲） 子育て支援課 

特別支援教育の推進 学校教育課 

幼稚園の障害児受入体制の整備・充実 吉田幼稚園 

私立幼稚園心身障害児就園運営費補助事業 子育て支援課 

療育事業（母と子の幼児学級） 子育て支援課 

療育事業（ことばの教室） 子育て支援課 

障害児デイサービス事業 社会福祉課 

障害児ホームヘルプ事業 社会福祉課 

障害児生活サポート事業 社会福祉課 

障害児日常生活用具給付事業 社会福祉課 

障害者就労支援事業 社会福祉課 

タクシー利用券交付事業 社会福祉課 

在宅介護者手当支給事業 社会福祉課 

在宅重度心身障害者手当支給事業 社会福祉課 

障害児紙おむつ支給事業 社会福祉課 

自動車燃料費助成事業 社会福祉課 

重度心身障害児医療費助成事業 社会福祉課 

障害児ショートステイ事業 社会福祉課 

特別児童扶養手当の支給 子育て支援課 

 

 

 

 

 

 

 


